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第
36
回
通
常
総
会
は
、
去
る
5
月
24
日

（
月
）
午
後
3
時
20
分
よ
り
ウ
エ
デ
ィ
ン

グ
エ
ル
テ
ィ
に
て
開
催
さ
れ
た
。
総
会
に

は
、
佐
藤
満
行
福
島
税
務
署
長
様
は
じ
め

来
賓
と
多
く
の
会
員
が
出
席
。

　

議
事
で
は
、（
一
）
平
成
21
年
度
事
業

経
過
報
告
並
び
に
収
支
決
算
承
認
の
件
、

（
二
）
平
成
22
年
度
事
業
計
画
（
案
）
並

び
に
収
支
予
算
（
案
）
承
認
の
件
が
提
案

さ
れ
、
異
議
な
く
承
認
可
決
さ
れ
た
。

　

平
成
22
年
度
の
事
業
活
動
の
基
本
方
針

は
、
3
年
後
が
期
限
の
公
益
法
人
制
度

改
革
へ
の
対
応
と
し
て
、
上
部
団
体
の
指

導
・
助
言
を
仰
ぎ
な
が
ら
新
制
度
の
も
と

当
会
に
ふ
さ
わ
し
い
法
人
へ
の
移
行
を
目

指
し
、
会
員
企
業
の
健
全
な
発
展
と
地
域

社
会
貢
献
に
寄
与
す
る
た
め
の
事
業
を
展

開
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

事
業
計
画
の
一
つ
目
の
、
公
益
事
業
に

つ
い
て
は
、（
一
）
税
の
啓
発
活
動
、（
二
）

税
制
提
言
活
動
、（
三
）
経
営
支
援
活
動
、

（
四
）
公
益
活
動
調
査
・
研
究
活
動
、
二

つ
目
の
共
益
関
係
に
つ
い
て
は
、（
一
）

会
員
支
援
事
業
、（
二
）
福
利
厚
生
事
業
、

（
三
）
会
員
増
強
活
動
、（
四
）
支
部
・
部

会
活
動
、
三
つ
目
の
管
理
関
係
に
つ
い
て

は
、（
一
）
規
定
、（
二
）
諸
会
議
等
、
事

業
計
画
に
基
づ
き
進
め
て
い
く
こ
と
と
し

た
。

　

ま
た
、
表
彰
規
程
に
基
づ
き
表
彰
式
も

執
り
行
わ
れ
、次
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
省
略
・
順
不
同
）

◎
会
員
増
強
表
彰

　

紺
野
正
雄
（
㈱
Ａ
水
技
研
）

　

最
上　

諭
（
㈱
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
）

◎
福
利
厚
生
制
度
推
進
表
彰

会
員
の
部

〈
金 

賞
〉

石
本　

朗
（
㈱
福
島
丸
公
）

紺野　正雄氏

第36回
　通常総会開催

最上　諭氏石本　朗氏
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〈
銅 

賞
〉

依
包
美
紀
子
・
阿
部
洋
子
（
大
同
生
命
）

〈
銀 

賞
〉

川
瀬
成
人
（
㈱
川
瀬
酒
販
）

真
柴
功
一
（
㈱
マ
ル
セ
イ
）

受
託
会
社
職
員
の
部

〈
金 

賞
〉

村
島　

誠
・
高
野
恭
子
（
大
同
生
命
）

〈
銀 

賞
〉

熊
坂
英
二
（
大
同
生
命
）

真柴　功一氏村島　誠氏高野　恭子氏

熊坂　英二氏依包美紀子氏阿部　洋子氏

「
舞
台
裏
か
ら
見
た
政
治
・
経
済
」

「
舞
台
裏
か
ら
見
た
政
治
・
経
済
」

第
３６
回
通
常
総
会
記
念
講
演
会 

同
日
開
催

　

総
会
に
先
立
ち
、
午
後
1
時
30
分
よ
り

講
演
会
が
２
２
４
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ

た
。講
師
に
は
、テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー

タ
ー
の
三
反
園
訓
氏
。

　

昭
和
50
年
に
テ
レ
ビ
朝
日
に
入
社
、
社

会
党
担
当
を
振
り
出
し
に
政
治
記
者
に
。

そ
の
後
、
総
理
官
邸
、
自
民
党
、
外
務
、

防
衛
、大
蔵
各
省
庁
の
キ
ャ
ッ
プ
を
務
め
、

90
年
頃
か
ら
は
「
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
の
政
治
担
当
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
政

治
・
政
局
動
向
の
解
説
に
当
た
る
。「
や

じ
う
ま
プ
ラ
ス
」「
ス
ー
パ
ー
モ
ー
ニ
ン

グ
」「
Ｔ
Ｖ
タ
ッ
ク
ル
」
に
も
出
演
中
。

　

講
演
会
で
は
、
鳩
山
総
理
の
就
任
当
時

の
支
持
率
や
普
天
間
基
地
の
問
題
、
そ
し

て
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
年
金
・
介
護
・

医
療
・
教
育
・
景
気
・
赤
字
国
債
等
の
公

約
を
守
っ
た
か
が
争
点
に
な
る
等
話
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
次
期
総
理
に
菅
さ
ん
を
挙
げ
、

ダ
ー
ク
ホ
ー
ス
は
原
口
さ
ん
、
小
沢
グ

ル
ー
プ
と
鳩
山
グ
ル
ー
プ
が
応
援
し
た
方

が
選
ば
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
解

だ
っ
た
。
総
理
大
臣
に
な
る
5
つ
の
条
件

と
し
て
、①
見
た
目
（
雰
囲
気
）、②
言
葉
、

③
ブ
レ
な
い
事
、
④
体
力
、
⑤
持
っ
て
生

ま
れ
た
運
が
必
要
。
国
会
議
員
の
姿
勢
に

つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
、「
今
は
政
治
屋
ば

か
り
で
政
治
家
は
い
な
い
。
政
治
屋
は
、

選
挙
の
為
や
自
分
の
為
だ
け
に
動
き
、
政

治
家
は
耳
の
痛
い
こ
と
も
含
め
て
、
国
民

の
た
め
に
政
策
を
推
進
し
て
行
く
。
今
度

の
選
挙
は
政
治
家
を
増
や
す
選
挙
を
し
て

ほ
し
い
。」
と
話
さ
れ
た
。

　

最
後
に
、
厳
し
い
時
代
、
夢
を
持
つ
こ

と
が
大
事
。
希
望
を
失
っ
た
瞬
間
に
終
わ

り
。
挫
折
し
て
も
這
い
上
が
っ
て
来
る
力

が
大
事
。「
夢
」
と
「
希
望
」
と
「
勇
気
」

と
「
創
造
」
を
持
っ
て
人
生
を
大
事
に
生

き
て
い
た
だ
き
た
い
と
熱
く
語
っ
た
。

講師の三反園訓氏
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真
夏
の
た
べ
も
の
で
連
想
さ
れ
る
の
は

何
で
し
ょ
う
。

　

近
ご
ろ
は
暑
い
時
に
は
キ
ム
チ
鍋
に

ビ
ー
ル
で
汗
を
流
す
の
が
最
高
な
ど
と
い

う
天
邪
鬼
も
い
ま
す
か
ら
、
一
概
に
ど
う

こ
う
と
も
い
わ
れ
ま
せ
ん
が
、
縄
文
型
日

本
人
と
し
て
思
い
浮
か
べ
る
の
は
、
氷
を

浮
か
べ
た
ガ
ラ
ス
の
器
に
盛
っ
た
真
白
な

ソ
ー
メ
ン
、
そ
し
て
キ
リ
リ
と
冷
え
た
西

瓜
な
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
な
か
で
も

ソ
ー
メ
ン
は
食
味
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

あ
の
盛
り
付
け
に
は
谷
間
を
流
れ
く
だ
る

涼
や
か
さ
さ
え
感
じ
ら
れ
、
た
べ
も
の
と

い
う
よ
り
夏
の
風
物
詩
そ
の
も
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
そ
の
ソ
ー
メ
ン
は
う
ど
ん
、

蕎
麦
よ
り
も
早
く
、
日
本
人
が
口
に
し
た

最
初
の
麺
だ
と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し

た
か
。

　

ソ
ー
メ
ン
が
お
隣
の
中
国
か
ら
我
が
国

に
伝
わ
っ
た
の
は
十
三
世
紀
の
奈
良
時
代

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
中
国
で
は

そ
れ
よ
り
早
く
か
ら
食
べ
ら
れ
て
い
た
は

ず
で
す
が
、
記
録
で
見
る
限
り
で
は
唐
時

代
（
９
０
０
年
頃
）
の
「
夢
梁
録
」
と
い

う
本
に
の
っ
て
い
る
記
事
が
最
古
で
す
。

原
料
は
小
麦
粉
と
塩
と
極
め
て
シ
ン
プ
ル

で
、ウ
ド
ン
と
同
じ
で
す
。
そ
れ
が
な
ぜ
、

太
い
ウ
ド
ン
で
は
な
く
、
さ
ら
に
手
の
か

か
る
細
い
麺
に
し
て
た
べ
た
の
か
、
い
ろ

ん
な
文
献
を
読
ん
で
見
た
の
で
す
が
、
ど

う
も
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。
た
だ
中
国
で

も
庶
民
の
日
常
の
食
べ
物
だ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
神
仏
へ
の
供
え
物
、
あ
る
い
は

上
流
の
人
達
の
ご
馳
走
だ
っ
た
よ
う
で
、

庶
民
も
小
麦
粉
は
主
食
で
し
た
が
練
っ
た

も
の
を
平
ら
に
伸
ば
し
焼
い
た
り
蒸
し
た

り
し
て
食
べ
て
い
た
よ
う
で
、
ウ
ド
ン
は

そ
の
食
べ
方
か
ら
考
え
ら
れ
た
と
も
い
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
ソ
ー
メ
ン
は
機
械
生
産
で
す

が
、
我
が
国
で
は
明
治
時
代
ま
で
ほ
と
ん

ど
手
作
業
で
、
縄
ほ
ど
の
太
い
練
り
も
の

を
繰
り
返
し
も
ん
で
は
細
く
し
て
い
っ

て
、
最
後
に
0
・
3
ミ
リ
ほ
ど
の
麺
に
仕

上
げ
た
の
で
す
。
そ
の
苦
労
の
中
か
ら
練

り
水
に
油
を
加
え
る
と
、
切
れ
ず
に
長
く

伸
ば
せ
る
技
術
も
生
ま
れ
て
い
ま
す
が
、

と
に
か
く
職
人
芸
の
凄
さ
に
は
た
だ
た
だ

感
服
す
る
ば
か
り
で
す
。

　

つ
い
で
な
が
ら
お
隣
白
石
市
は
ウ
ー
メ

ン
の
大
産
地
、
白
石
温
麺
の
名
で
全
国
に

知
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
ご
存
じ
の
と
お
り

で
す
。

国
　
税

国
　
税

税
に
関
す
る
作
文
募
集

　

国
税
庁
で
は
、
毎
年
、
高
校
生
の
皆
さ

ん
か
ら
「
税
に
関
す
る
高
校
生
の
作
文
」

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
と

の
共
催
に
よ
り
、
中
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

「
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。

　

皆
さ
ん
か
ら
の
積
極
的
な
応
募
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

○
平
成
22
年
度 

中
学
生
・
高
校
生
の
税

に
関
す
る
作
文
募
集

http://w
w

w
.nta.go.jp/shiraberu/

ippanjoho/gakushu/kyousitu.htm

「
奈
良
時
代
の
租
・
庸
・
調
」

　

今
年
は
平
城
京
遷
都
１
３
０
０
年
に
あ

た
り
、
奈
良
時
代
に
想
い
を
馳
せ
る
方
も

多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
ち
な
ん

で
、
平
城
京
に
暮
ら
す
人
々
と
税
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　

奈
良
時
代
に
は
、「
租
・
庸
・
調
」
と

い
う
稲
な
ど
の
収
穫
物
、
地
方
の
特
産
物

や
労
役
に
よ
り
税
を
納
め
る
仕
組
み
が
あ

り
ま
し
た
が
、
平
城
京
で
生
活
す
る
庶
民

は
「
庸
・
調
」
が
免
除
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
　
方
　
税

地
　
方
　
税

な
ぜ
免
除
さ
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　

答
え
と
解
説
に
つ
い
て
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

○
「
奈
良
時
代
の
租
・
庸
・
調
」

http://w
w

w
.nta.go.jp/ntc/sozei/

quiz/1005/index.htm

不
動
産
取
得
税
に
つ
い
て

　

土
地
や
家
屋
を
有
償
・
無
償
を
問
わ
ず
、

売
買
、
贈
与
、
交
換
、
建
築
（
新
築
、
増

築
、改
築
）
等
に
よ
り
取
得
し
た
と
き
に
、

登
記
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
課
税
さ
れ
る

県
の
税
金
で
す
。（
相
続
や
法
人
の
合
併

に
よ
り
取
得
し
た
と
き
な
ど
は
課
税
さ
れ

ま
せ
ん
。）

　

納
め
る
税
額
は
、
取
得
し
た
不
動
産
の

価
格
に
税
率
を
乗
じ
て
算
出
さ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、取
得
し
た
不
動
産
の
価
格
と
は
、

原
則
と
し
て
市
町
村
の
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
価
格
の
こ
と
を
い

い
、
不
動
産
の
購
入
価
格
や
建
築
工
事
費

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
税
率
等
に
つ
い
て
は
、
不
動
産

の
種
類
や
取
得
し
た
時
期
に
よ
っ
て
異
な

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
県
の
税
に
関
す

る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（「
く
ら
し
と
県
税
」

w
w

w
.pref.fukushim

a.jp/zeim
u/

）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
お
近
く
の
地
方
振
興

局
県
税
部
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

（
県
税
務
課
）
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『
子
ど
も
手
当
』
の
創
設

『
子
ど
も
手
当
』
の
創
設

た
。
五
月
の
平
日
だ
っ
た
の
で
空
席
は
あ

る
だ
ろ
う
と
簡
単
に
考
え
て
い
た
の
だ

が
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
だ
。
そ
こ
で

福
島
空
港
も
Ａ
Ｎ
Ａ
が
千
歳
空
港
に
飛
ん

で
い
る
の
で
、
そ
ち
ら
は
ど
う
か
と
調
べ

て
み
る
と
、
夕
方
の
便
は
空
席
だ
ら
け
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
利
用
客
が
少
な

い
と
い
う
報
道
通
り
で
あ
る
。
初
め
て
福

島
空
港
を
使
っ
た
両
親
だ
っ
た
が
、
駐
車

場
が
無
料
で
空
港
の
ス
タ
ッ
フ
に
も
親
切

に
対
応
し
て
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
満
足
し

て
帰
っ
て
き
た
。

　

こ
の
話
を
何
人
か
の
知
人
に
話
し
て
み

た
が
、
そ
の
よ
う
な
割
引
が
あ
る
こ
と
を

知
ら
な
い
人
が
ほ
と
ん
ど
だ
っ
た
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み
な
い
と
分
か
ら

な
い
よ
う
な
情
報
だ
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。

　

今
、
地
方
空
港
の
利
用
低
迷
が
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
採
算
が
合
わ
ず
便
が
廃
止

さ
れ
て
い
く
と
い
う
報
道
も
よ
く
聞
く
。

こ
れ
か
ら
ど
ん
ど
ん
高
齢
の
方
が
増
え
て

い
く
の
で
、
シ
ニ
ア
空
割
と
い
っ
た
制
度

を
利
用
で
き
る
対
象
者
は
増
え
て
い
く
。

空
港
や
航
空
会
社
の
収
益
に
寄
与
す
る
か

ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
空
港
に
足
を

運
ぶ
人
が
増
え
れ
ば
レ
ス
ト
ラ
ン
や
売
店

の
売
り
上
げ
は
増
え
る
だ
ろ
う
。
利
用
客

が
少
な
い
と
嘆
い
て
い
る
空
港
程
、
当
日

シ
ル
バ
ー
割
引
を
利
用
す
る
方
に
は
狙
い

目
な
こ
の
制
度
、
も
う
少
し
効
果
的
に
Ｐ

Ｒ
を
し
、
空
港
利
用
を
勧
め
て
み
て
は
ど

う
だ
ろ
う
か
。

　
　

広
報
委
員

㈱
フ
ク
ト
ウ　

福
地
雅
人

    

「
シ
ニ
ア
空
割
」

　

先
日
両
親
が
北
海
道
に
住
む
親
戚
の
法

事
に
行
く
事
に
な
り
、
飛
行
機
の
手
配
を

頼
ま
れ
た
。
宿
泊
パ
ッ
ク
ツ
ア
ー
で
申
し

込
む
の
が
一
番
安
い
か
と
も
思
っ
た
が
、

親
戚
の
自
宅
に
泊
ま
る
の
で
ホ
テ
ル
の
予

約
は
要
ら
な
い
と
の
事
だ
っ
た
の
で
、
他

の
方
法
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
調
べ
て
み

た
。
す
る
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
「
当
日
シ
ル
バ
ー

割
引
」
Ａ
Ｎ
Ａ
の
「
シ
ニ
ア
空
割
」
と
い

う
六
五
歳
以
上
の
方
が
対
象
の
チ
ケ
ッ
ト

が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
だ
と
片
道
国
内
線
が

一
万
円
、
Ａ
Ｎ
Ａ
だ
と
Ａ
Ｎ
Ａ
マ
イ
レ
ー

ジ
ク
ラ
ブ
に
入
会
す
れ
ば
九
千
円
で
行
け

る
制
度
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。（
利

用
月
に
よ
っ
て
多
少
価
格
が
違
う
よ
う
で

す
）
た
だ
し
問
題
は
当
日
空
席
が
出
た
場

合
の
み
使
え
る
と
い
う
点
だ
っ
た
。

　

当
初
仙
台
〜
千
歳
便
だ
と
Ｊ
Ａ
Ｌ
も
Ａ

Ｎ
Ａ
も
飛
ん
で
お
り
、
便
数
も
多
い
の
で

仙
台
空
港
を
使
う
予
定
で
考
え
て
い
た

が
、
三
日
前
に
は
空
席
が
無
く
な
っ
て
い

　

子
ど
も
手
当
法
（
正
式
名
称
は
「
平
成

二
十
二
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当
の
支

給
に
関
す
る
法
律
」）
が
、
3
月
に
衆
議

院
と
参
議
院
で
相
次
い
で
可
決
さ
れ
、
4

月
1
日
よ
り
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

15
歳
の
4
月
1
日
の
前
日
ま
で
の
子
ど

も
の
保
護
者
に
毎
月
2
万
6
千
円
を
支
給

す
る
予
定
で
す
が
、
初
年
度
（
２
０
１
０

年
度
）
の
み
。
月
1
万
3
千
円
と
な
り
ま

す
。

　

こ
の
「
子
ど
も
手
当
」
に
つ
い
て
は
、

財
源
や
受
給
対
象
者
、
所
得
制
限
及
び
人

数
制
限
等
、
様
々
な
問
題
が
指
摘
さ
れ
議

論
さ
れ
ま
し
た
。
結
局
、
所
得
制
限
は
設

け
ず
、
年
3
回
（
6
月
・
10
月
・
3
月
）

に
分
け
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
昨
年

度
ま
で
、
児
童
手
当
の
受
給
を
さ
れ
て
き

た
世
帯
は
手
続
き
不
要
で
す
が
、
受
給
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
世
帯
（
例
と
し
て
は
、

高
所
得
世
帯
や
、
中
学
生
の
子
ど
も
が
い

る
世
帯
）
で
は
、
各
市
町
村
に
対
す
る
手

続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
「
子
ど
も
手
当
」
の
財
源
確
保
の

た
め
、「
扶
養
控
除
」
が
、
一
部
廃
止
・

縮
小
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　

す
な
わ
ち
、
①
年
少
扶
養
親
族
（
扶
養

親
族
の
う
ち
、
年
齢
16
歳
未
満
の
人
を
い

う
）に
係
る
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

②
特
定
扶
養
親
族
（
扶
養
親
族
の
う
ち
、

年
齢
は
16
歳
以
上
19
歳
未
満
の
人
に
係
る

扶
養
控
除
の
上
乗
せ
部
分
25
万
円
（
個
人

住
民
税
は
12
万
円
）
が
廃
止
さ
れ
、
扶
養

控
除
額
が
38
万
円
（
個
人
住
民
税
は
33
万

円
）
と
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
改
正
は
、
平
成
23
年
分
以
後
の
所

得
税
及
び
同
24
年
度
分
以
後
の
個
人
住
民

税
に
つ
い
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
手
当
の
創
設
に
よ
っ
て
、
子
育

て
世
帯
の
家
計
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

一
方
、
前
述
し
た
扶
養
控
除
の
見
直
し
に

よ
っ
て
は
、
増
税
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
策
の
基
本
に
は
、
民
主
党

政
権
が
、「
控
除
か
ら
手
当
へ
」
と
い
う

考
え
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま

り
、
所
得
控
除
で
は
、
税
率
の
低
い
人
と

高
い
人
と
で
は
、
減
税
額
に
差
が
出
て
、

高
所
得
者
に
有
利
に
は
た
ら
く
と
い
う
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
控
除
か
ら
手
当

へ
と
変
換
す
る
こ
と
で
、
必
要
な
人
へ
給

付
が
行
わ
れ
、
ま
た
所
得
の
再
分
配
機
能

を
取
り
戻
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
考
え

て
い
る
か
ら
で
す
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
最

大
の
課
題
「
財
源
」
を
解
決
し
な
い
ま
ま

で
の
ス
タ
ー
ト
と
な
り
、
今
後
の
成
り
行

き
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　

東
北
税
理
士
会
福
島
支
部　

小
野
秀
樹
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「
文
書
回
答
制
度
」

Ｑ　

個
別
具
体
的
な
案
件
で
、
国
税

の
取
扱
い
に
つ
い
て
質
問
が
あ
る
場

合
に
、
税
務
当
局
か
ら
文
書
回
答
を

も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
手

続
き
を
す
れ
ば
い
い
か
教
え
て
く
だ

さ
い
。

Ａ　

事
前
照
会
に
対
す
る
文
書
回
答
の
制

度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

国
税
局
で
は
、
納
税
者
の
皆
様
か
ら
、

申
告
期
限
等
の
前
に
「
具
体
的
な
取
引
等

に
係
る
税
務
上
の
取
扱
い
」
に
関
し
て
、

文
書
に
よ
る
回
答
を
求
め
る
旨
の
申
出

（
以
下
「
事
前
照
会
」
と
い
い
ま
す
。）
が

あ
っ
た
場
合
に
、
一
定
の
要
件
の
下
に
、

文
書
に
よ
り
回
答
す
る
と
と
も
に
、
他
の

納
税
者
の
皆
様
の
予
測
可
能
性
の
向
上
に

役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
照
会

及
び
回
答
を
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
公

表
す
る
と
い
う
納
税
者
サ
ー
ビ
ス
（
以
下

「
文
書
回
答
手
続
」と
い
い
ま
す
。）を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

文
書
回
答
手
続
は
、
事
前
照
会
を
行
う

方
が
、
自
ら
実
際
に
行
っ
た
取
引
等
又
は

将
来
行
う
予
定
の
取
引
等
で
、
個
別
具
体

的
な
資
料
の
提
出
が
可
能
な
も
の
に
つ
い

て
の
国
税
に
関
す
る
法
令
の
解
釈
・
適
用

そ
の
他
の
税
務
上
の
取
扱
い
に
関
す
る
事

前
照
会
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
に
法
令
解

釈
通
達
な
ど
に
よ
り
、
そ
の
取
扱
い
が
明

ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
、
次
の
①

及
び
②
に
該
当
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

①　

取
引
等
に
係
る
国
税
の
申
告
期
限
前

（
源
泉
徴
収
等
の
場
合
は
納
期
限
前
）
の

事
前
照
会
で
あ
る
こ
と

②　

次
の
こ
と
に
同
意
し
て
い
た
だ
け
る

こ
と・

審
査
に
必
要
な
資
料
を
提
出
し
て
い

た
だ
け
る
こ
と

・
照
会
内
容
及
び
回
答
内
容
が
公
表
さ

れ
る
こ
と
（
公
表
に
つ
い
て
関
係
者

の
同
意
を
得
る
こ
と
も
含
み
ま
す
。）

・
照
会
内
容
等
の
公
表
等
に
伴
っ
て

発
生
し
た
不
利
益
や
問
題
に
つ
い
て

は
、
事
前
照
会
を
行
う
方
の
責
任
に

お
い
て
、
関
係
者
間
で
解
決
し
て
い

た
だ
く
こ
と

（
注
一
）
事
前
照
会
を
行
う
方
か
ら
申
し

出
が
な
い
限
り
、
事
前
照
会
者
名
は
公
表

さ
れ
ま
せ
ん
。

（
注
二
）
事
前
照
会
を
代
理
人
を
通
じ
て

行
う
場
合
は
、
そ
の
代
理
人
は
税
理
士
法

第
二
条
に
規
定
す
る
税
理
士
業
務
を
行
う

こ
と
が
で
き
る
方
で
あ
る
こ
と
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
の
も
の
は
文
書
回
答
の
対
象

と
は
な
り
ま
せ
ん
。

Ａ　

仮
定
の
事
実
関
係
や
複
数
の
選
択
肢

が
あ
る
事
実
関
係
に
基
づ
く
も
の

Ｂ　

調
査
等
の
手
続
、
徴
収
等
の
手
続
、

酒
類
行
政
に
関
係
す
る
も
の

Ｃ　

個
々
の
財
産
の
評
価
や
取
引
等
価
額

の
算
定
・
妥
当
性
の
判
断
に
関
す
る
も
の

Ｄ　

取
引
等
の
主
要
な
目
的
が
国
税
の
軽

減
等
で
あ
る
も
の
や
通
常
の
経
済
取
引
等

と
し
て
は
不
合
理
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

も
の

Ｅ　

実
地
確
認
や
関
係
者
へ
の
照
会
等
に

よ
る
事
実
関
係
の
認
定
を
要
す
る
も
の

Ｆ　

そ
の
他
こ
の
文
書
回
答
手
続
の
対
象

と
し
て
適
切
で
な
い
と
認
め
ら
れ
る
も
の

　

事
前
照
会
の
提
出
先
は
、
事
前
照
会
を

さ
れ
る
方
の
納
税
地
を
所
轄
す
る
税
務
署

の
担
当
部
門
（
個
人
課
税
部
門
、
資
産
課

税
部
門
、
法
人
課
税
部
門
）
が
受
付
窓
口

に
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
国
税
局
調
査
課
所
管
法
人
に

よ
る
も
の
は
、
法
人
を
所
轄
す
る
国
税
局

の
調
査
管
理
課
、酒
税
に
関
す
る
も
の
は
、

製
造
場
等
の
所
在
地
の
所
轄
税
務
署
（
国

税
局
所
管
の
場
合
は
国
税
局
の
酒
税
課
）、

間
接
諸
税
（
印
紙
税
を
除
く
。）
に
関
す

る
も
の
は
、
製
造
場
等
の
所
在
地
の
所
轄

国
税
局
の
消
費
税
課
が
受
付
窓
口
に
な
り

ま
す
。

　

事
前
照
会
の
対
象
と
な
っ
た
取
引
等
に

係
る
国
税
の
申
告
期
限
等
が
経
過
し
た
場

合
に
は
、
回
答
（
口
頭
で
の
回
答
を
含
み

ま
す
。）
は
行
わ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
審
査

に
要
す
る
期
間
や
審
査
に
必
要
な
追
加
資

料
の
用
意
に
要
す
る
時
間
を
考
慮
し
て
ご

照
会
く
だ
さ
い
。

　

文
書
回
答
制
度
は
、
納
税
者
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
行
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

回
答
内
容
は
照
会
者
の
申
告
内
容
等
を
拘

束
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た

が
っ
て
、
回
答
が
な
い
こ
と
を
理
由
に
国

文
書
回
答
で
…

「
そ
れ
ら
の
場
合
、

　
　
私
立
探
偵
の
方
に
頼
ん
だ
方
が
…
」
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税
の
申
告
期
限
等
が
延
長
さ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
回
答
内
容
に
不
服

が
あ
る
場
合
や
国
税
の
申
告
期
限
等
ま
で

に
回
答
が
な
い
こ
と
な
ど
に
不
服
が
あ
る

場
合
で
あ
っ
て
も
、
不
服
申
立
て
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

最
終
的
に
文
書
回
答
が
で
き
る
か
ど
う
か

は
、
国
税
局
等
の
審
査
の
結
果
に
よ
り
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、

税
務
署
等
で
の
受
付
後
に
文
書
回
答
の
対

象
に
な
ら
な
い
と
い
う
ご
連
絡
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

手
続
に
必
要
な
様
式
等
は
、
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

←

税
に
つ
い
て
調
べ
る

←

文
書
回
答
事
例

←

「
概
要
、
様
式
、
事
務

運
営
指
針
等
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

セミナー・講演会無料受講券についてセミナー・講演会無料受講券についてセミナー・講演会無料受講券についてセミナー・講演会無料受講券について

　会員の皆様にセミナー・講演会無料受講券を平成22年度
年会費のご請求と一緒に同封させていただきました。（※無
料受講券の発行は年会費2,500円以上の企業のみ）
　平成23年に開催の総会まで利用できますので、セミナー
開催表をご確認の上、是非ともご活用下さい。

※無料受講券は紛失されても
再発行いたしません。
大切に保管下さい。

無料受講券　みほん

▲ 22・5・27
平成２２年度第１回税制委員会
 ・平成 23 年度税制改正要望について

▲ 22・6・14
女性部会６月例会
（新緑の土湯・箕輪散策とたんがら講演）
〈講演会〉
 テーマ「物づくりのすばらしさ」
 講　師　高橋順子氏（たんがら味工房代表）

▲ 22・6・14
決算説明会
 講師　福島税務署 法人課税審理専門官　今泉成功氏
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梅
雨
に
入
り
、
じ
め
じ
め
し
た
日
が
続
き
ま

す
。
外
出
す
る
の
が
、
ち
ょ
っ
と
苦
に
な
る
時

期
で
す
が
、
も
う
少
し
で
夏
が
来
る
な
と
思
わ

せ
て
く
れ
る
の
も
梅
雨
で
す
ね
。
何
で
も
節
目

や
変
わ
り
目
と
い
う
の
は
重
要
な
も
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

団
塊
の
世
代
の
私
で
す
が
、い
ま
社
会
を
『
世

代
』
と
い
う
区
切
り
で
見
て
い
く
と
、
バ
ブ
ル

を
経
験
し
た
世
代
、
就
職
氷
河
期
の
世
代
、
そ

し
て
、
ゆ
と
り
教
育
を
経
験
し
社
会
に
出
て
き

た
世
代
の
構
造
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
あ
る

雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
で
す
。
こ
の
記
事
の

タ
イ
ト
ル
を
み
た
時
、『
な
る
ほ
ど
』
と
妙
に

納
得
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
最
近
、
若
手
が
成

長
し
な
い
と
か
、
社
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
不
足
し
て
い
る
な
ど
耳
に
す
る
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
３
世
代
は
、
ま
っ
た
く
違
う
文
化
で
物

事
を
学
び
感
じ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ

の
表
現
が
合
っ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、

世
代
間
で
、ま
さ
に
ジ
ェ
ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
ギ
ャ
ッ

プ
を
痛
感
す
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
っ
た
く
文
化
の
違
う
世
代
が
３
つ
並
ぶ
と

い
う
の
は
日
本
の
経
済
社
会
で
は
初
め
て
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
構
造
を
見
る
だ
け
で
日
本
の

政
治
経
済
の
変
化
が
読
み
取
れ
る
気
さ
え
し
ま

す
。
同
じ
職
場
に
い
て
一
つ
の
仕
事
を
す
る
に

も
思
っ
た
通
り
に
進
ま
な
い
。
仕
事
に
対
す
る

ス
タ
ン
ス
が
違
う
。
こ
の
状
況
を
知
ら
な
い
ふ

り
を
し
て
し
ま
っ
た
ら
会
社
は
い
い
方
向
に
は

い
か
な
い
の
は
当
た
り
前
で
す
。
各
世
代
が
自

分
の
役
割
を
理
解
し
会
社
の
成
長
の
た
め
に
何

が
出
来
る
か
？
と
い
う
点
で
各
世
代
に
し
か
出

来
な
い
こ
と
、
つ
ま
り
会
社
へ
の
価
値
提
供
を

見
出
す
こ
と
が
必
要
な
時
代
な
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
そ
う
す
れ
ば
、
企
業
組
織
と
し
て
あ
る

べ
き
姿
に
近
づ
け
る
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
な
が
ら
、
お
客
様
に
価
値
提
供
す
る

の
が
我
々
の
本
来
の
役
割
な
の
で
す
が
…
難
し

い
時
代
到
来
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
高
橋
記
）

【
七
月
の
こ
よ
み
】

あ
ゝ
お
中
元
『
不
況
な
の
か
ナ
ー
』

　

旧
長
崎
屋
が
あ
っ
た
Ａ
Ｘ
Ｃ
（
ア
ッ
ク
ス

ビ
ル
）
２
Ｆ
の
ド
ナ
ダ
ル
テ
で
東
谷
早
苗
さ

ん
に
お
会
い
し
た
。
彼
女
は
太
田
町
に
あ
る

美
容
院
ア
メ
リ
カ
ン
本
館
と
ド
ナ
ダ
ル
テ
を

経
営
す
る
社
長
さ
ん
だ
。
平
成
二
十
一
年
、

つ
ま
り
昨
年
社
長
に
な
っ
た
ば
か
り
。
最
先

端
の
美
容
と
、体
の
内
側
か
ら
の
美
し
さ
「
イ

ン
ナ
ー
ビ
ュ
ー
テ
ィ
」
を
提
唱
す
る
独
自
性

の
強
い
店
づ
く
り
が
特
徴
だ
。

　

ア
メ
リ
カ
ン
美
容
院
の
創
業
は
昭
和

四
十
一
年
。
最
近
新
し
い
美
容
院
が
続
々
開

店
し
て
い
る
の
で
、
か
な
り
老
舗
の
方
だ
。

　

立
ち
上
げ
た
の
は
横
浜
か
ら
福
島
に
帰
っ

て
き
た
鈴
木
家
の
次
女
、
泉
さ
ん
と
三
女
の

操
さ
ん
。
早
苗
社
長
は
長
女
の
宮
人
莉
（
み

ど
り
）
さ
ん
の
娘
で
あ
る
。

　

泉
さ
ん
は
昭
和
四
十
年
代
の
福
島
の
文
化

の
最
先
端
で
活
躍
し
た
女
性
群
の
一
人
で
、
美

の
追
求
と
セ
ン
ス
の
向
上
の
た
め
、
パ
リ
で
学

び
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、テ
レ
ビ
な
ど
で
活
躍
。

　

そ
の
後
上
町
店
、
仙
台
店
を
統
合
し
、
平

成
元
年
に
い
ち
早
く
環
境
に
も
考
慮
し
た
ア

メ
リ
カ
ン
本
館
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
た
。

　

東
谷
早
苗
さ
ん
は
昭
和
四
十
四
年
福
島
市

生
ま
れ
、
福
島
女
子
高
校
を
卒
業
す
る
と
東
京

に
行
き
、
共
立
女
子
短
大
を
卒
業
し
メ
イ
ク
の

学
校
で
学
ん
だ
あ
と
仙
台
の
理
美
容
専
門
学
校

を
卒
業
し
福
島
に
戻
り
、ア
メ
リ
カ
ン
に
入
社
。

栄
町
の
ア
メ
リ
カ
ン
か
ら
コ
ル
ニ
エ
ツ
タ
ヤ
に

ジ
ャ
ッ
ク
・
デ
サ
ン
ジ
ュ
を
開
設
。
そ
し
て
現
在

の
Ａ
Ｘ
Ｃ
に
移
転
。
女
性
の
総
合
的
な
美
し
さ

を
引
き
出
す
ヘ
ア
メ
イ
ク
コ
ン
テ
ス
ト
に
於
い

て
最
高
得
点
で
の
優
勝
経
験
も
あ
る
。
昨
年
二

代
目
の
操
社
長
か
ら
三
代
目
を
引
き
継
い
だ
。

「
ド
ナ
ダ
ル
テ
と
い
う
店
名
は
」

「
ド
ナ
と
い
う
の
は
イ
タ
リ
ア
語
で
女
性
、

ダ
ル
テ
は
感
性
豊
か
な
と
い
う
意
味
で
す
。

自
立
し
た
大
人
が
イ
メ
ー
ジ
で
す
」

「
社
員
数
が
両
店
で
二
十
五
名
と
聞
い
て
い

ま
す
が
、
女
性
ば
か
り
で
苦
労
す
る
ん
じ
ゃ

な
い
で
す
か
」

「
男
性
も
い
ま
す
。
男
性
の
頑
張
る
姿
や
力
強

さ
、
女
性
の
心
く
ば
り
や
細
や
か
さ
、
こ
れ
が

お
互
い
に
良
い
バ
ラ
ン
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
」

「
一
番
大
事
な
こ
と
は
」

「
お
互
い
の
信
頼
関
係
だ
と
思
い
ま
す
。
立
場

や
年
数
に
関
係
な
く
一
人
一
人
が
自
分
の
目

の
前
の
仕
事
を
精
一
杯
や
り
、
そ
し
て
助
け
合

う
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
で

も
仲
良
し
ク
ラ
ブ
で
は
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。

お
客
様
が
喜
ん
で
く
だ
さ
る
こ
と
は
何
か
、
私

た
ち
が
働
く
意
味
は
何
な
の
か
。
そ
の
原
点
を

理
解
し
て
も
ら
う
よ
う
話
し
ま
す
」

「
お
客
様
も
幅
広
い
年
代
の
方
が
見
え
て
る

よ
う
で
す
ね
」

「
創
業
以
来
四
十
数
年
に
な
り
ま
す
が
、当
時

の
お
客
様
の
娘
さ
ん
お
孫
さ
ん
と
三
世
代
に

渡
っ
て
お
越
し
頂
い
て
い
る
お
客
様
も
多
い
で

す
し
、社
員
も
三
十
年
以
上
働
い
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
方
も
い
ま
す
。時
代
と
と
も
に
古
い
も

の
と
新
し
い
も
の
と
違
和
感
な
く
受
け
入
れ

て
も
ら
え
る
よ
う
常
に
進
化
し
て
い
ま
す
」

　

自
然
が
感
じ
ら
れ
る
広
い
店
内
に
、多
く
の

技
術
者
が
テ
キ
パ
キ
と
立
ち
働
い
て
い
る
。マ
ッ

サ
ー
ジ
や
着
物
の
着
付
け
の
部
屋
も
あ
る
。

　

若
い
の
に
し
っ
か
り
し
て
い
る
社
長
さ
ん

だ
と
感
じ
な
が
ら
、
明
る
い
温
か
い
雰
囲
気

の
店
内
を
後
に
し
て
帰
っ
て
き
た
。




